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６月定例 会の流れ６月定例 会の流れ

本会議
最終日

予算決算等常任委員会の付託案件や
付託のない議案の採決が行われる。

議案ごとに討論採決

討論採決の
結果は、
４ページに
掲載

全員協議会

報告事項を中心に追加された議案など
の説明が行われる。

追加議案などの説明

全員協議会

6月４日
開催

町
長
を
は
じ
め
、
副
町
長
、
教
育
長
、
課
長
等
が
一
堂
に
会
し
、

補
正
予
算
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）、
条

例
改
正
な
ど
の
提
案
説
明
。
そ
の
他
、報
告
事
項
等
も
行
わ
れ
る
。

議
案
番
号 

28
〜
42
号
（
抜
粋
）

など

議員発議の条例改正案を提出説明

陳情等の付託議案の審査結果報告

一部事務組合派遣の報告

POINT & CHECK

各議案毎に提案説明があり、
委員会へ議案の付託が行われる。

本会議
初日
町長からの提案説明

6月11日
開催

予算決算等常任委員会

全
議
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
委

員
会
。
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
、
担
当
課
ご
と
に
内
容
を

審
査
し
、
賛
否
を
決
定
す
る
。内容詳細は6ページに掲載

QUESTION & ANSWER

一般質問の詳細は
12ページから掲載

本会議 一般質問
3 名の議員が登壇。
町長・教育長と一問一答の
質問戦が繰り広げられる。

6月11日
開催

6月13日
開催

専
決
処
分
・
補
正
予
算
・

条
例
改
正
な
ど
担
当
課

に
よ
る
説
明

　
総
務
課・住
民
課・

福
祉
課・教
育
委
員
会・

産
業
課・健
康
対
策
課・

地
域
整
備
課・企
画
課

委
員
会
に
よ
る
審
査
意

見
に
対
す
る
執
行
部
の

回
答
を
含
め
、討
論
、採

決

6月18日
開催

6月19日
開催

STEP

01

STEP

03
STEP

04

STEP

05

STEP

06
STEP

02

令和6年度価格高騰重点支援
給付金支給事業(一体支援枠分)
1億2,910万円

イネカメムシ
防除対策支援事業
248万円

伯耆町震災に強い
まちづくり促進事業
488万円

教育費給食センター管理事務費
(学校給食費補助金)
177万円
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議案等に対する各議員の賛否（令和 6 年 6 月定例会）　（〇賛成 ×反対）

議
案
番
号

大
床　

桂
介

上
田　

博
文

長
谷
川　

満

杉
本　

大
介

乾　
　
　

裕

永
井　

欣
也

一
橋　

信
介

渡
部　
　

勇

幅
田
千
富
美

大
森　

英
一

勝
部　

俊
德

28 専決処分について（伯耆町税条例の一部改正について） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

29 専決処分について（過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正について） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

30 専決処分について（伯耆町国民健康保険税条例の一部改正について） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

31 専決処分について（伯耆町地方活力向上地域における固定資産税の課税免除及び不均一課税に関する条例の一部改正について） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

32 専決処分について（令和５年度伯耆町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

33 専決処分について（令和６年度伯耆町一般会計補正予算（第１号）） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

34 専決処分について（令和６年度伯耆町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 －

35 専決処分について（令和６年度伯耆町索道事業特別会計補正予算（第１号））〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 －

36 伯耆町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

37 伯耆町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

38 物品購入契約の締結について（堆肥センターホイールローダー） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

39 物品購入契約の締結について（除雪機械） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

40 物品購入契約の締結について（行政マルチコピー機） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

41 令和６年度伯耆町一般会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

42 令和６年度伯耆町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 －

発議案
第５号 地方財政の充実・強化を求める意見書について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

発議案
第６号

伯耆町議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する条例につ
いて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 －

発議案
第７号 伯耆町議会委員会条例の一部を改正する条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 －

発議案
第８号 議会広報常任委員会の行政調査について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

（※）勝部俊德議員は議長のため採決に参加していない。

件　　名

議員名（議席番号順）

本会議　討論・採決
STEP

07 6月19日
開催
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令
和
６
年
６
月
４
日
、
18
日
に
行
わ
れ
た
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
町
執
行

部
か
ら
説
明
を
受
け
、議
会
協
議
を
行
っ
た
の
で
、そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

み
ん
な
が
知
り
た
い

み
ん
な
が
知
り
た
い

・
栄
養
指
導
は
町
の
栄
養
士
が
実
施
。

・
令
和
７
年
度
は
、
先
行
し
て
ふ
た
ば

保
育
所
と
あ
さ
ひ
保
育
所
で
実
施
を

検
討
し
、
他
の
２
保
育
所
は
、
状
況

を
み
な
が
ら
検
討
。

③
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案

令
和
６
年
７
月　

保
護
者
説
明

令
和
６
年
10
月　

公
募
開
始

令
和
６
年
11
月　

事
業
者
選
定

令
和
６
年
12
月　

委
託
契
約
締
結

令
和
７
年
４
月　

業
務
開
始

●
伯
耆
町
部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ

る
差
別
を
な
く
す
る
人
権
尊
重
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
案
）
に
つ

い
て
（
協
議
）

①
条
例
改
正
（
案
）
の
概
要

・
人
権
諸
法
の
整
備
、
鳥
取
県
人
権
尊

重
の
社
会
づ
く
り
条
例
の
改
正
を
踏

ま
え
た
改
正

・
町
内
に
暮
ら
す
全
て
の
者
の
責
務
と

し
て
明
示

・
人
権
施
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、
人

権
施
策
基
本
方
針
を
定
め
る

・
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
充
実

・
相
談
及
び
支
援
体
制
の
充
実

②
改
正
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
令
和
６
年
６
～
７
月

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

・
令
和
６
年
９
月　

改
正
案
の
議
会
提

案

・
水
採
取
量　

３
６
９
㎥
／
日

②
事
業
主
体

　
　

ガ
イ
ア
株
式
会
社

　

 

（
大
阪
府
高
槻
市
）

※
今
後
、
周
辺
集
落
と
の
地
元
説
明
を

経
て
事
業
開
発
計
画
を
作
成
し
協
議

予
定
。

●
保
育
所
給
食
調
理
業
務
の
民
間
委
託

の
検
討
に
つ
い
て
（
説
明
）

①
現
状
と
課
題

・
調
理
員
の
正
規
職
員
の
定
年
退
職
に

伴
い
、
今
後
、
安
定
し
た
給
食
の
提

供
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
給
食
調
理

業
務
の
民
間
委
託
を
検
討
す
る
。

・
近
隣
自
治
体
の
民
間
委
託
状
況

米
子
市
・
大
山
町
・
日
野
町

②
委
託
の
基
本
的
な
考
え

・
委
託
は
、
調
理
業
務
と
し
、
献
立
作

成
は
町
が
実
施
。

・
調
理
は
、
保
育
所
内
の
調
理
室
を
使

用

・
譲
渡
年
月
日　

　

令
和
６
年
３
月
29
日

※
土
地
所
有
者
は
変
更
な
く
、
譲
渡

事
業
者
は
地
上
権
を
設
定
。

●
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
鳥
取
大
山
リ
ゾ
ー

ト
＆
ス
パ
と
の
包
括
連
携
の
締
結

に
つ
い
て
（
報
告
）

※
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
「
メ
ル

キ
ュ
ー
ル
鳥
取
大
山
＆
ス
パ
」
が

開
業
し
、
運
営
会
社
の
「
ト
ッ
ト

リ
・
ダ
イ
セ
ン
２
株
式
会
社
」
と

観
光
振
興
及
び
地
域
活
性
化
に
関

す
る
協
定
を
締
結
。

●
既
存
企
業
に
よ
る
真
野
地
内
に
お

け
る
新
規
事
業
計
画
に
つ
い
て

（
報
告
）

※
大
山
ヒ
ル
ズ
の
運
営
会
社
が
真
野

地
内
で
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の

製
造
を
計
画
。

①
事
業
内
容

・
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー

タ
ー
の
製
造

・
井
戸　

１
基
（
掘
削
１
５
０
ｍ
）

●
二
部
公
民
館
の
あ
り
方
検
討
会
の
協

議
状
況
に
つ
い
て
（
報
告
）

①
検
討
状
況

・
既
設
公
民
館
の
大
規
模
改
修
、
新
築

は
現
実
的
で
な
い

・
二
部
小
学
校
で
の
複
合
化
施
設
と
し

て
の
在
り
方
に
つ
い
て
詳
細
課
題
を

検
討
中
。

②
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

８
月
ま
で
に
、あ
り
方
の
方
針（
案
）を

決
定
し
、９
月
に
議
会
に
報
告
す
る
。

●
開
発
協
定
の
変
更
に
つ
い
て（
報
告
）

※
伯
耆
町
福
兼
地
内
で
太
陽
光
発

電
事
業
を
実
施
し
て
い
る
ソ
ー

ラ
ー
・
フ
ィ
ー
ル
ド
９
合
同
会
社

が
、
施
設
を
有
償
譲
渡
し
た
た

め
、
開
発
協
定
の
一
部
変
更
の
協

定
を
実
施
。

・
譲
受
事
業
者
名

　
　
Ｓ
Ｍ
Ｆ
Ｌ
み
ら
い
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ（
株
）

（
三
井
住
友
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
リ
ー
ス

株
式
会
社
１
０
０
％
出
費
）

・
住
所

　

東
京
都
千
代
田
区

おいしいね ！ 
（ふたば保育所の給食）
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〇 

給
食
費
補
助
金
額

Q 
無
償
化
の
検
討
は
さ
れ
た
か
。

A 
無
償
化
は
国
で
議
論
さ
れ
て
い

る
の
で
、
動
向
を
見
な
が
ら
。
今
回

は
個
人
負
担
が
増
加
し
な
い
よ
う
、

増
加
分
は
町
費
で
措
置
す
る
こ
と
と

し
た
。

〇 

行
政
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
の
物

品
購
入
契
約

Q 
監
視
カ
メ
ラ
の
運
用
方
法
と
、

録
画
機
能
の
利
用
方
法
は
。

A 
人
が
通
っ
た
と
き
に
録
画
す
る

も
の
で
、
１
年
間
分
は
役
場
が
求
め

た
と
き
は
閲
覧
で
き
る
契
約
に
な
っ

て
い
る
。２
年
目
以
降
は
順
次
、デ
ー

タ
が
上
書
き
さ
れ
る
。

Q 
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
の
操
作
に

困
っ
て
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
来
ら
れ
た

時
の
対
応
は
。

A 
基
本
的
に
は
困
ら
れ
た
ら
案
内

は
す
る
が
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
も
対

応
で
き
る
旨
の
案
内
も
合
わ
せ
て
周

知
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

〇 

定
額
減
税
の
調
整
給
付
　

Q 
事
業
者
、
雇
用
者
か
ら
申
請
す

る
も
の
は
な
い
か
。　

A 
調
整
給
付
に
関
し
て
は
、
予
め

町
が
計
算
し
て
対
象
者
に
通
知
す

る
。
事
業
者
か
ら
の
報
告
、
申
請
な

ど
は
不
要
。

　

６
月
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ

た
議
案
を
、
予
算
決
算
等
常
任
委
員

会
で
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
た
く
さ
ん
の
質
疑
・
議
論
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
一
部
を
抜
粋
し
ま

す
。

〇 

伯
耆
町
震
災
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
促
進
事
業
補
助
金

Q 
補
助
対
象
と
な
る
建
物
は
。

A 
国
、
県
に
合
わ
せ
て
木
造
の
み

が
対
象
。

Q 
非
木
造
の
建
物
も
多
数
あ
る
。

非
木
造
も
対
象
に
し
て
は
ど
う
か
。

A 
そ
れ
は
町
独
自
の
メ
ニ
ュ
ー
に

な
る
の
で
、
そ
こ
は
検
討
が
必
要
。

議会
の
視点

予算決算等常任委員会　委員×執行部 Q ＆ A
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議会改革特別委員会

6 月定例会　発議案第 6号
伯耆町議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する条例の制定について
賛成９名　反対１名　可決　されました。次回、伯耆町一般選挙（令和 7年 4月）から実
施されます。

反対意見反対意見
これまでに、特別委員会で２回議員定数維持と決めている。議員が
３人欠員だからといって、減員するのは議会制民主主義と民意の反
映のうえから、特に慎重を期すべきだ。

これから人口が１万人を切
る節目を迎える。人口減少
社会に対応した議員構成で
あるべき。

住民からの議員削減したほ
うがよい話を聞く。

町民の議会に関するアン
ケート結果から町民の意見
を踏まえ、減員すべき。

議員辞職が重なったので、
今がそのタイミングである。

増員すべき 現状程度がよい 減員すべき わからない 合計
回答数 14人 231 人 286 人 189 人 720 人
構成割合 1.9% 32.1% 39.7% 26.3%

伯耆町議会に関するアンケート　平成29年11月実施　町民18歳以上2000人対象　37.3％回収率

人口（人） 面積（km2） 議員定数
伯耆町 10,420 139.44 14
大山町 15,320 189.83 16
南部町 10,348 114.03 14
日吉津村 3,599 4.2 10
江府町 2,617 124.52 10
日野町 2,859 133.98 10
日南町 4,144 340.96 10

近隣市町村の議員定数と人口、面積　（令和 5 年度鳥取県市町村要覧より）

議員定数 議員定数 1414名から名から1313名へ！名へ！

賛成意見賛成意見

（7）　伯耆町議会だより　第78号　R６.７



陳
情
番
号

結果

大
床　

桂
介

上
田　

博
文

長
谷
川　

満

杉
本　

大
介

乾　
　
　

裕

永
井　

欣
也

一
橋　

信
介

渡
部　
　

勇

幅
田
千
富
美

大
森　

英
一

勝
部　

俊
德

陳　情
第５号

地方自治と沖縄の自己決定権を尊重し沖縄との十分
な対話で基地問題に望むことを国に求める意見書に
関する陳情

不採択 × × × × × × × × 〇 〇 －

陳　情
第６号 地方財政の充実・強化を求める陳情 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

陳　情
第７号

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、
2025 年度政府予算に係る意見書採択の陳情について

趣旨
採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

（※）勝部俊德議員は議長のため採決に参加していない。

件　　名

議員名（議席番号順）

請願・陳情に対する各議員の賛否（令和６年６月定例会）

総務経済常任委員会、教育民生常任委員会それぞれの委員会で慎重審査

皆様からの 請願・陳情 の審査結果

発議案第５号が賛成多数で採択され「地方財政の充実・強化を求める意見書」を提出しました。

総務経済常任委員会

教育民生常任委員会

伯耆町議会だより　第78号　R６.７　（8）



いまいちど

① 町民と語る会、町民への聞き取り
② 議員個人への訴え 請願・陳情 
③ 議案の提案 
④ 議案の採決 
⑤ 各委員会から各課への要望、一般質問 
⑥ 事業の実施、行政サービス提供 

  総務経済常任委員会（7名） 町内の経済・商工・農業・観光・空家、過疎対策など 
  教育民生常任委員会（7名）  町内の保育・教育、福祉、医療、介護など  
  議会広報常任委員会（6名）  議会、議案に関する情報発信  
  議会改革特別委員会（全員） 議会の改善、議員の定数、処遇について  
  予算決算常任委員会（全員）  提出された議案を審議  
  議会運営委員会（各常任委員長）  議会運営　執行部との意見、情報交換  
その他、必要に応じて特別委員会を設置いたします。

① 町民の声を聞く
⑥ 町民のために
　 仕事をする
　 （行政サービスの実施）

③ 町の仕事や予算、
　 条例などを提案する

④ 町の提案を決定する
⑤ 町民の意見を反映させる

② 願いを伝える

町が行う仕事は議会
の承認があって可能
になるのです！

ポイント

来年令和 7 年 4 月には伯耆町議会議員一般選挙があります。

議会の役割について特  集

町 民

町 長 
（執行機関）

町議会 
（議決機関）

委員会について（令和6年6月現在）
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◎
伯
耆
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
の
支
給
の
一
時
差
止
め

等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
要
約
）
伯
耆
町
議
会
議
員
が
、
刑
事
事
件
の
被
疑
者
又
は
被
告
人
と

し
て
逮
捕
等
さ
れ
た
場
合
に
、
議
員
報
酬
及
び
期
末
手
当
の
支
給
の
一

時
差
し
止
め
等
を
行
う
た
め
、「
伯
耆
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費

用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
」
の
特
例
を
定
め
る
条
例
を
制

定
す
る
。

◎
伯
耆
町
議
会
議
員
の
長
期
欠
席
に
係
る
議
員
報
酬
等
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
要
約
）
伯
耆
町
議
会
議
員
の
職
責
及
び
町
議
会
へ
の
町
民
の
信
頼
の

確
保
に
鑑
み
、
議
員
が
町
議
会
の
会
議
を
長
期
欠
席
し
た
場
合
等
に
お

け
る
議
員
報
酬
及
び
期
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
、
伯
耆
町
議
会
の
議

員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
特
例
を
定
め
る
条

例
を
制
定
す
る
。

半
年
間
の
欠
席
で

報
酬
半
減
の
ル
ー
ル
を
制
定

逮
捕
な
ど
勾
留
で

支
給
の
差
止
め
を
制
定

議会改革一歩ずつ
現在、議会改革として協議中の内容について、その概要・経過を
町民の皆様に一足早くお知らせいたします。

議員発議の手続き

条例の是非を協議

条例の内容を協議
▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

条例の成案を得る

条例案の最終確認

R6.10月下旬　条例公布、施行

R6.9月中旬 議会改革調査特別委員会（第20回）
　　　　　　　　・ 条例（案）の検討、協議

R6.9月下旬 議会本会議
　　　　　　　　・ 条例（案）上程

R6.8月初旬 議会改革調査特別委員会（第19回）
　　　　　　　　・ パブリックコメントへの対応について検討

R6.7月初旬　パブリックコメント実施（28日間）

・ 議会改革調査特別委員会（分科会）を２回開催
・ 議会改革調査特別委員会を３回開催
・ 全員協議会（これまでの検討状況、条例（案）説明、協議）
・ 議会改革調査特別委員会（条例（案）の説明、協議）

条例公布・施工

条例案を本会議に上程（９月予定）

パブリックコメントの実施

コメントを条例案に反映

伯耆町議会だより　第78号　R６.７　（10）



⑴
調
査
日

　

令
和
６
年
４
月
19
日

⑵
調
査
項
目

　

伯
耆
町
自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

⑶
調
査
の
概
要

○
伯
耆
町
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制

・
伯
耆
町
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
設
置
（
令
和
４
年
６
月
）

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
及
び

標
準
仕
様
準
拠
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行

等
調
査
、
検
討
を
お
こ
な
う
た
め
の

体
制
の
整
備
。

・
副
町
長
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
全
庁
的
、

横
断
的
な
体
制
づ
く
り

◯
伯
耆
町
の
取
組
み
状
況

①
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行

・
伯
耆
町
自
治
体
Ｄ
Ｘ
は
、
令
和
７
年

度
ま
で
に
20
業
務
シ
ス
テ
ム
の
標
準

準
拠
シ
ス
テ
ム
を
最
優
先
で
取
り
組

む
。

②
証
明
書
発
行
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
の
設
置

・
令
和
６
年
度
に
住
民
票
や
税
証
明
書

●
自
治
体
Ｄ
Ｘ
と
は

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
デ
ジ
タ
ル
技

術
や
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
住
民
の
利
便
性

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
自
治
体
業
務
の

効
率
化
を
図
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
繋
げ
て
ゆ
く
。

等
の
証
明
書
発
行
、
コ
ピ
ー
が
で
き

る
機
器
を
本
庁
・
分
庁
舎
内
に
設
置

し
、
書
か
な
い
窓
口
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
図
る
。

【
参
考
】

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
発
行
状
況

（
Ｒ
５・７
～
Ｒ
６・３
）

証明書ごとの発行数 曜日ごとの発行数
住民票 403 部 日曜日 108 部
住民票
記載事項証明書 26 部 月曜日 124 部

火曜日 99 部
印鑑証明書 320 部 水曜日 123 部
所得（課税）
証明書 41 部 木曜日 115 部

金曜日 125 部
合計 790 部 土曜日 96 部

合計 790 部

時間帯の発行数 町内外での発行数
時間内 358 部 管外 353 部
時間外 432 部 管内 437 部

総
務
経
済
常
任
委
員
会
活
動
報
告

○
令
和
６
年
５
月
27
日
（
月
）
開
催

○
出
席
者

　
（
日
野
郡
ふ
る
さ
と
教
育
推
進
協

議
会
）若
林
主
任
、請
川
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー

　
（
教
育
民
生
常
任
委
員
会
）
長
谷

川
満
委
員
長
ほ
か
４
名

● 

日
野
郡
公
設
塾

　
「
ま
な
び
や
縁
側
」

　

日
野
郡
の
３
町
で
連
携
し
て
運

営
す
る
公
設
塾

　

日
野
郡
ふ
る
さ
と
教
育
推
進
協

議
会
が
、
ふ
る
さ
と
教
育
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
に
令
和
２
年
設

立
。

〈
江
府
拠
点
〉
41
名

６
年
生 

６
名
／
７
年
生 

16
名
／

８
年
生 

９
名
／
９
年
生 

10
名
／

高
校
生 

０
名

〈
日
野
拠
点
〉
９
名

日
野
高
校
生 

１
年
生
１
名
／
２

年
生
１
名
／
３
年
生
７
名

〈
日
南
拠
点
〉
18
名

日
南
中 

２
年
生
10
名
／
３
年
生 

６
名
／
高
校
生 

２
名

（
令
和
６
年
４
月
末
時
点
）

人
員
体
制
は
、
３
町
を
巡
回
す
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
名
（
男

性
）、
江
府
拠
点
：
講
師
１
名
（
女

性
）、
日
野
拠
点
：
講
師
２
名
（
女

性
）、
日
南
拠
点
：
不
在

● 

日
野
町　
英
語
教
室

　
「
英
語
寺
子
屋
」

【
内
容
】

対
象
は
日
野
学
園
３
～
９
年
生
。

小
学
生
に
は
英
語
の
基
礎
的
な
単

語
や
リ
ス
ニ
ン
グ
を
、
中
学
生
に

は
テ
ス
ト
勉
強
や
高
校
受
験
、
英

検
な
ど
に
対
応
す
る
学
習
を
行
っ

て
い
る
。

【
参
加
】

月
額
１
，
０
０
０
円
（
出
席
の
な

か
っ
た
月
は
参
加
費
は
か
か
ら
な

い
）

教
育
民
生
常
任
委
員
会

マルチコピー機

日野町山村開発センターにて
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スマートフォンなど携帯電話で一般
質問の映像が流れる YouTube の
二次元バーコードはこちらです。

・質問は事前に通告
・持ち時間は 1 人 60 分
・町行政、教育に関係あるもの

基本ルール

一 般 質 問 町政を問う!
一般質問とは、議員が町長、教育長に対して、町の仕事全般や町の教育について、その取り組みや
将来の方針について問い、その課題を明らかにします。また、新たな政策の提言をいたします。

令和6年6月11日開催
今定例会では 3 人の議員が登壇しました。原稿は質問者が作成しています。

杉本　大介 議員
・「ふるさとキャリア教育」における中学校、高等学校の繋がりを　

乾　裕 議員
・人口減少問題に対する認識並びに対応について
・第 6 回ガソリン等購入助成券の発行を

幅田　千富美 議員
・（仮称）鳥取西部風力発電事業について
・危険な大阪・関西万博に伯耆町の子どもたちを動員しないように

伯耆町議会だより　第78号　R６.７　（12）



町政を問う 【一般質問】 

問
「
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

は
本
来
な
ら
ば
、
保
・
小
・
中
・

高
ま
で
体
系
的
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
、

切
れ
目
な
く
繋
げ
ら
れ
る
こ
と
が
理

想
だ
が
、
本
町
に
は
高
等
学
校
が
な

い
。
課
題
や
対
策
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

答
教
育
長　

以
前
は
各
高
等
学

校
ま
で
の
学
び
の
連
続
性
と

い
う
と
こ
ろ
に
課
題
が
あ
っ
た
が
、

現
在
は
、
伯
耆
町
で
は
令
和
２
年
度

か
ら
本
格
導
入
を
し
て
い
る
、「
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
対
策
と
し
て

活
用
し
て
い
る
。

　

小
学
校
か
ら
ど
の
よ
う
な
教
育
活

動
で
学
び
を
経
験
し
て
き
た
か
と
い

う
こ
と
を
記
し
て
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

し
、
中
学
校
へ
進
学
す
る
と
、
そ
の

フ
ァ
イ
ル
も
引
き
継
が
れ
、
中
学
校

で
も
同
じ
よ
う
に
教
育
活
動
な
ど
の

記
録
が
さ
れ
、
そ
し
て
高
等
学
校
へ

も
引
き
継
が
れ
て
活
用
さ
れ
て
い

る
。

問
中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
高
校
生
サ
ー
ク
ル
の
活

動
を
比
較
し
て
み
る
と
、
高
校
生
の

方
が
少
し
大
人
し
く
見
え
る
。

答
教
育
長　

中
学
生
が
積
極
的

に
出
か
け
て
行
っ
て
地
域
の

方
々
と
一
緒
に
な
っ
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。
令

和
５
年
度
の
途
中
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

で
、
昨
年
度
は
16
回
延
べ
50
名
の
中

学
生
が
参
加
。

　

高
校
生
サ
ー
ク
ル
は
、
高
校
生
自

ら
企
画
す
る
こ
と
で
責
任
感
な
ど
を

育
て
、
他
の
高
校
の
生
徒
と
交
流
す

る
こ
と
で
仲
間
づ
く
り
を
行
な
っ
て

地
域
で
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
の
学

び
の
成
果
を
地
域
に
開
く
と
い
う
点

か
ら
も
需
要
な
サ
ー
ク
ル
。

　

令
和
元
年
度
ま
で
は
活
発
に
活
動

し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影

響
が
大
き
く
、
活
動
中
止
せ
ざ
る
を

得
な
い
期
間
で
、
繋
が
り
が
切
れ
て

し
ま
い
、現
在
は
存
在
し
て
い
な
い
。

再
度
立
ち
上
げ
る
た
め
に
、
声
か
け

や
チ
ラ
シ
配
布
で
募
集
を
呼
び
か
け

て
い
る
が
、
応
募
が
な

い
と
い
う
の
が
現
状
。

問
高
校
生
サ
ー
ク

ル
を
活
性
化
す

る
た
め
に
は
、
中
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
繋

が
り
を
作
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
る
。
何
か

考
え
は
。

答
教
育
長　

社
会
教
育
事
業
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

て
い
る
中
学
生
や
高
校
生
と
顔
見
知

り
に
な
り
、そ
こ
か
ら
繋
が
り
を
作
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
重
要
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
役
の
高
校
生

は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
大
き
く
、
中

学
校
時
代
、
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
い
う
経
験
が
ほ
と
ん
ど
出

来
な
か
っ
た
た
め
、
な
か
な
か
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
難
し
い
と

い
う
の
が
率
直
な
感
想
。

　

そ
の
一
方
で
、
一
朝
一
夕
で
は
な

く
、
コ
ロ
ナ
後
の
リ
ス
タ
ー
ト
と
し

て
、
今
の
地
域
学
校
協
働
本
部
活
動
、

中
学
生
の
地
域
貢
献
活
動
に
参
加
し

て
い
る
中
学
生
が
、
高
校
生
に
な
っ

て
も
参
加
で
き
る
よ
う
育
成
し
て
い

く
地
道
な
取
り
組
み
が
重
要
と
考
え

る
。

ユーチューブ
動画は
こちらから

杉
す ぎ

本
も と

　大
だ い

介
す け

  議員

ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育

中
学
生
か
ら
高
校
生
へ
の
繋
が
り

教
育
長 
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
を

対
策
と
し
て
活
用

伯耆町高校生サークル
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町政を問う 【一般質問】 

問
去
る
４
月
24
日
に
発
表
さ
れ

た
「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」

は
全
国
で
７
４
４
市
町
村
だ
っ
た
。

県
内
で
は
８
町
が
指
摘
さ
れ
た
。
本

町
は
対
象
か
ら
外
れ
た
。
そ
の
分
析

は
さ
れ
て
い
る
か
。

答
町
長　

分
析
は
し
て
い
な
い
。

改
善
率
は
県
下
で
は
一
番
高

い
方
だ
っ
た
。
町
内
で
は
民
間
に
よ

る
集
合
住
宅
や
一
戸
建
て
住
宅
の
建

設
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
と
見
て
い
る
。
生
活
満

足
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
努
め
て

い
き
た
い
。

問
溝
口
地
区
の
人
口
減
少
が
著

し
い
。
二
部
・
日
光
の
よ
う

な
活
性
化
協
議
会
の
取
り
組
み
を
考

え
な
い
か
。

答
町
長　

地
域
に
よ
る
自
発
的

な
取
り
組
み
と
し
て
公
民
館

を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で

あ
る
。
溝
口
地
域
に
そ
の
よ
う
な
機

運
が
あ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
公
民
館
も

含
め
て
応
援
の
体
制
を
取
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

第
６
回
ガ
ソ
リ
ン
券
購
入
助

成
券
の
発
行
を 

問
基
礎
自
治
体
と
し
て
、
家
計

支
援
を
展
開
し
非
常
に
あ
り

が
た
い
政
策
で
あ
っ
た
。
引
き
続
き

同
事
業
の
実
施
を
求
め
た
い
。

答
町
長　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
に
対
し
て
の
高
評
価
を
頂

い
た
歳
出
を
作
る
前
提
条
件
と
し
て

財
源
が
な
い
と
歳
出
を
作
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
前
年
度
決
算
の
概
算
数

値
は
令
和
４
年
度
に
は
到
底
及
ば
な

い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
現
時
点
で

実
施
で
き
る
状
況
に
は
な
い
。た
だ
、

発
言
に
つ
い
て
は
心
に
留
め
て
お
き

た
い
。

ユーチューブ
動画は
こちらから

乾
いぬい

　裕
ゆたか

  議員

人
口
減
少
問
題
に
対
す
る

認
識
と
対
応
に
つ
い
て 

町　
長 
生
活
満
足
度
の
向
上
に

努
め
て
い
き
た
い

第2回ガソリン券

出典：RESAS（地域経済分析システム）

伯耆町のこれまでの人口動態
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町政を問う 【一般質問】 
　

本
年
５
月
、
日
野
町
で
第
３
回
事

業
者
説
明
会
が
実
施
さ
れ
、
今
年
冬

場
に
準
備
書
提
出
、
公
告
、
縦
覧
予

定
、
現
在
６
地
区
が
契
約
締
結
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
以
下
に
つ
い
て
伺

う
。問

当
事
業
者
は
、
経
済
産
業
大

臣
勧
告
、
県
知
事
、
住
民
の

意
見
を
誠
実
に
履
行
さ
れ
て
い
る

か
。

　

大
臣
勧
告
で
は
、
検
討
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
専
門
家
の
指
導
、
助
言

を
得
て
、
鳥
取
県
及
び
、
関
係
町
等

の
協
力
、
調
整
を
十
分
に
行
な
い
、

住
民
関
係
者
に
対
し
、
丁
寧
・
か
つ

十
分
な
説
明
に
よ
り
透
明
性
を
確
保

す
る
こ
と
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
の

よ
う
な
事
業
と
な
っ
て
い
る
か
。

答
町
長　

途
中
段
階
で
は
あ
る

が
、
現
時
点
で
十
分
説
明
が
つ

く
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

要
保
護
、
準
要
保
護
で
対
応
す
る
。

問
当
事
業
者
の
資
本
金
は
。

答
企
画
課
長　

当
会
社
の
資
本

金
は
10
万
円
。

問
合
意
、
契
約
地
区
は
ど
こ
か
。

答
企
画
課
長　

町
は
把
握
し
て

い
な
い
が
、
二
部
地
区
の
複
数

の
地
権
者
が
地
上
権
設
定
契
約
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

問
環
境
大
臣
は
「
環
境
へ
の
影

響
の
懸
念
」、
県
知
事
は
「
大

幅
縮
小
、
抜
本
的
見
直
し
が
必
要
」

専
門
家
も
「
希
少
動
物
が
多
く
具
合

が
悪
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
最
大

出
力
１
４
４.

４
Ｋ
Ｗ
、
４
５
０
０
Ｋ

Ｗ
級
の
風
車
は
、大
型
の
も
の
34
基
、

集
落
囲
む
急
峻
な
山
地
に
大
規
模
開

発
は
、
自
然
と
地
域
住
民
に
重
大
な

影
響
に
与
え
る
様
々
な
角
度
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
協
議
を
さ
れ
る
の
か
。

答
町
長　

権
限
は
県
で
あ
る
が
、

準
備
書
提
出
、
公
告
、
縦
覧
で

住
民
が
し
っ
か
り
意
見
を
言
う
場
は

あ
る
。
町
に
２
０
０
０
㎡
以
上
は
町

開
発
協
定
で
議
会
と
の
相
談
の
場
が

あ
る
。

問
伯
耆
町
は
水
力
、
太
陽
光
発

電
な
ど
、
す
で
に
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
町
、
総
出
力
は
い
く
ら
。

答
企
画
課
長　

太
陽
光
11
ヶ
所　

水
力
３
ヶ
所　

総
出
力

４
８
０
０
０
Ｋ
Ｗ
。

危
険
な
大
阪
、
関
西
万
博
に

伯
耆
町
の
子
供
達
を
動
員
し

な
い
よ
う
に

問
日
本
博
覧
会
協
会
が
鳥
取
県

の
市
町
村
教
育
行
政
連
絡
協

議
会
に
対
し
、
県
内
の
子
ど
も
た
ち

に
、
修
学
旅
行
や
校
外
学
習
で
訪
れ

て
も
ら
う
よ
う
要
請
が
あ
っ
た
と
聞

く
。
し
か
し
、
万
博
会
場
「
夢
洲
一

区
」
で
の
爆
発
事
故
や
メ
タ
ン
ガ
ス

の
発
生
、
地
盤
沈
下
な
ど
問
題
が
多

い
万
博
に
伯
耆
町
の
子
ど
も
た
ち
を

動
員
し
な
い
よ
う
要
請
し
、
教
育
長

の
認
識
を
問
う
。

答
教
育
長　

本
年
４
月
８
日
付

で
文
科
省
か
ら
通
達
、
４
月

６
日
、同
協
議
会
で
説
明
が
あ
っ
た
。

修
学
旅
行
は
学
習
指
導
要
領
で
定
め

ら
れ
、
校
長
に
権
限
が
あ
り
、
県
と

し
て
も
学
校
の
意
見
を
尊
重
す
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ユーチューブ
動画は
こちらから

幅
はば

田
た

　千
ち

富
ふ

美
み

  議員

風
力
発
電
事
業
計
画
の

透
明
性
は

町　
長 
十
分
な
説
明
と
は
言
い
難
い

風力発電のイメージ
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議会
の虫めが

ね

　
合
併
に
よ
り
伯
耆
町
が
誕
生
し

た
当
時
、
町
の
体
育
指
導
委
員

（
現
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）
が
中

心
と
な
り
、
地
域
住
民
に
よ
る
自

主
的
・
主
体
的
に
運
営
さ
れ
る
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設

立
が
検
討
さ
れ
、
平
成
20
年
４
月

に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
地
域
づ
く
り
を
図
る
た
め

「
ほ
う
き
ス
マ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
岸
本
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
を
活
動
拠
点
と
し
て
、
２
名

の
専
任
職
員
と
役
員
６
名
、
一
般

会
員
約
50
名
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

や
元
体
育
協
会
専
門
部
を
そ
れ
ぞ

れ
「
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
（
11
団

体
約
３
２
０
名
）
「
ア
ス
リ
ー
ト

ク
ラ
ブ
」
（
６
団
体
約
１
２
０

名
）
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
も
ら
う

活
動
と
し
て
、
親
子
で
楽
し
む
親

子
運
動
教
室
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
体

験(

ゴ
ム
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
川
下

り)

、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

な
ど
、
ま
た
町
か
ら
の
委
託
事
業

と
し
て
保
育
所
や
小
学
校
で
の
運

動
教
室
の
実
施
、
さ
ら
に
町
内
の

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
や
指

導
者
派
遣
、
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
や

ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
の
活
動
支
援

な
ど
、
多
様
な
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
住
民
の
方
の
「
ほ
う
き
ス
マ
イ

リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
認
知

度
が
低
い
と
感
じ
て
お
り
、
今
後

も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
点
目
と
し
て
指
導
者
は
資
格
の

取
得
が
必
要
で
あ
り
、
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
指
導
者
の
確
保
が
難
し
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
３
点
目
と
し

て
ク
ラ
ブ
の
自
主
財
源
の
確
保
が

難
し
く
、
受
託
事
業
が
中
心
の
事

業
展
開
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。

　
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
や

小
体
連
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
中
止

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ

体
験
の
場
の
減
少
に
よ
り
、
今
後

の
体
力
低
下
を
心
配
し
て
い
ま

す
。
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
を
傘
下
に

も
つ
ス
マ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
す

る
機
会
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
子

ど
も
た
ち
や
親
子
、
住
民
同
士
が

つ
な
が
り
合
う
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
展
開
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
核

と
し
て
心
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。 

編

記

集
後

「議会だより」
に対するご意見

を

お待ちしており
ます。 【

編
　
集
】

  

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長
　
大
床  

桂
介

副
委
員
長
　
長
谷
川  

満

委
　
員
　
大
森  

英
一

委
　
員
　
杉
本  

大
介

委
　
員
　
上
田  

博
文

　
議
員
辞
職
が
続
き
、
町

民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
な

ご
心
配
を
お
か
け
し
て
お

り
ま
す
。
６
月
定
例
会
で

は
議
員
定
数
の
議
論
を
行

い
、
次
回
一
般
選
挙
よ
り

１
議
席
減
で
の
実
施
が
決

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
議

員
の
長
期
欠
席
や
刑
事
事

件
に
お
け
る
議
員
報
酬
の

取
り
扱
い
の
検
討
も
続
け

て
い
ま
す
。
議
会
広
報
常

任
委
員
会
で
も
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
る

た
め
、
委
員
一
人
ひ
と
り

が
気
を
引
き
締
め
て
、
議

会
広
報
に
関
す
る
研
鑽
を

重
ね
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

（
大
床  

桂
介
）

★
設
立
の
経
過
と
時
期
は

★
ク
ラ
ブ
運
営
の
状
況
は 

★
現
在
の
活
動
内
容
は 

★
活
動
に
お
け
る
課
題
は

★
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て

「スポーツを核にした 
豊かな地域コミュニティの創造」を目指す‼

ほうきスマイリースポーツクラブ

親子運動教室

親子ラフティング体験

ほうきスマイリー
スポーツクラブ
代表理事
後藤 弥 さん


